
 

 

 

 

牛のウンチが「牛糞ケーキ」という燃料になる 

 

インドでよく目にする牛の糞を積み上げた小山は「牛糞ケーキ」と呼ばれているが、 

これは燃料として使用されています。牛糞に含まれるメタンを燃焼させて燃料にかえています。 

牛 10頭の糞で車１台が１日中走れる燃料となるそうです。 

インドにはヒンズー教で牛が神聖な動物として扱われており、 

インド全体で牛が３億頭いるため、 

計算上は３０００万台の車が牛糞ケーキで１日中走れることになります。 


